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パートナーシップ最前線！ 

相相模模原原いいききごごみみ隊隊  

～～わわがが町町生生ゴゴミミ減減量量ププラランン～～   
生ゴミ→有機野菜の循環ルート 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 「相模原いきごみ隊」は平成１５年度に

さがみはら市民活動サポートセンターで

行われた「まちづくりセミナー」から誕生

したグループで、各家庭のキッチンと農家

を直接結んだ、生ゴミの回収システムづく

りに取り組んでいます。 

 

 この事業は、「相模原いきごみ隊」「有限

会社青空農園」「東第３自治会」「さがみは

らリサイクル連絡会」が連携して行ってお

り、今年度は東第３自治会を中心にワーク

ショップや学習会を開催しながらモデル

事業として実施しています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

このモデル事業に先立って行われたモ

ニターによるテストでは、１世帯・１週間

あたりの生ゴミについて、５キログラムも

の減量を確認できたとのことです。 

 

家庭で出た生ゴミを堆肥として利用し

てもらい、できた野菜を食べてもらうとい

うモデルを構築し、今後は、ほかの地域で

もこのシステムが実施できるように、情報

を公開していくそうです。 

容器は農場（青空農
園）で洗浄されます。
生ゴミを出した同じ

日の夕方には、青空農
園の有機野菜が入れら
れた容器が、回収拠点
に運ばれてきます。 

 

「ボカシ肥あえ」は
畑の溝に土と混ぜな
がら埋められます。 

 

農場（青空農園）で
１週間経つと「生ゴミ
のボカシ肥あえ」にな
ります。 

 容器は回収拠点か
ら農場（青空農園）に
運ばれます。 

＊この事業は、パートナーシップ事業助成金の交付対象事業です。 

１０月に行われたワークショップの様子 

家庭からの１週間
分の生ゴミにボカシ
肥を混ぜて、密閉容器
に入れます。 


